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「 や ま ぐ ち 魅 力 向 上 プ ラ ン 」 の 表 紙

コ ン パ ク ト シ テ ィ 推 進 委 員 会 の 様 子

新 山 口 ま ち お こ し 委 員 会 の 様 子

抽 せ ん 日 は い ず れ も 8 月 2 1 日 （ 木 ）

1 等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3, 0 0 0 万 円 （ 7 0 本 ）

１ 等 の 前 後 賞 ・・・・・ 1, 0 0 0 万 円 （ 1 4 0 本 ）

発 売 総 額 2 1 0 億 円 ・ 7 ユ ニ ッ ト の 場 合  ※1 ユ ニ ッ ト 1 , 00 0 万 枚

1 等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3, 0 0 0 万 円 （ 7 0 本 ）

１ 等 の 前 後 賞 ・・・・・ 1, 0 0 0 万 円 （ 1 4 0 本 ）

発 売 総 額 2 1 0 億 円 ・ 7 ユ ニ ッ ト の 場 合  ※1 ユ ニ ッ ト 1 , 00 0 万 枚発 売 総 額 2 1 0 億 円 ・ 7 ユ ニ ッ ト の 場 合  ※1 ユ ニ ッ ト 1 , 00 0 万 枚発 売 総 額 2 1 0 億 円 ・ 7 ユ ニ ッ ト の 場 合  ※1 ユ ニ ッ ト 1 , 00 0 万 枚

発 売 総 額 6 9 0 億 円 ・ 2 3 ユ ニ ッ ト の 場 合  ※1 ユ ニ ッ ト 1 , 00 0 万 枚発 売 総 額 6 9 0 億 円 ・ 2 3 ユ ニ ッ ト の 場 合  ※1 ユ ニ ッ ト 1 , 00 0 万 枚

1 等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 億 円 （ 2 3 本 ）

１ 等 の 前 後 賞 ・・・・・・・・・・・・・・・ 1 億 円 （ 4 6 本 ）

1 等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5 億 円 （ 2 3 本 ）

１ 等 の 前 後 賞 ・・・・・・・・・・・・・・・ 1 億 円 （ 4 6 本 ）

賞 金 ・
本 数

（ 一 例 ）

賞 金 ・
本 数

（ 一 例 ）

サ マ ー ジ ャ ン ボ

サ マ ー ジ ャ ン ボ ミ ニ

2 種 類 同 時 発 売 ！ 8 / 1 1（ 月 ） ま で

６ 月 ２ ７ 日 、 伊 藤 市 長 （ 一 番 左 ） に 行 政 要 望

　

－

最 初 に 、  「 や ま ぐ

ち 魅 力 向 上 プ ラ ン 」 策 定に 至 っ た 経 緯 を お 聞 か せく だ さ い 。　
河 野

　
山 口 商 工 会 議 所

で は 、 ２ ０ ２ １ 年 （ 令 和３ 年 ） ８ 月 に 「 山 口 市 中心 市 街 地 未 来 都 市 構 想 」を 、

2 2年 （ 令 和 ４ 年 ） ２

月 に は 「 新 山 口 都 市 核 未来 都 市 構 想 」 を 山 口 市 に提 言 し ま し た 。 山 口 都 市核 と 小 郡 都 市 核 に お け る
3 0〜

5 0年 後 の 未 来 像 に つ

い て 議 論 ・ 検 討 を 重 ね た

も の で す 。 そ し て 、

2 2年

３ 月 に 山 口 市 が 策 定 し た「 山 口 市 都 市 核 づ く り ビジ ョ ン 」 に は 、 そ の 内 容も 反 映 さ せ た 形 で 、 山口 ・ 小 郡 両 都 市 核 づ く りの 基 本 方 向 と 取 組 例 が 示さ れ ま し た 。 し か し な がら 、 同 構 想 の 策 定 か ら ３年 半 が 経 ち 、 コ ロ ナ 禍 を経 て 人 口 減 少 や 物 価 上昇 、 人 手 不 足 等 の 社 会 経済 情 勢 の 変 化 か ら 、 新 たな 課 題 も 生 ま れ て き て いま す 。 民 間 の 有 識 者 ら で構 成 す る 「 人 口 戦 略 会議 」 が

2 4年 （ 令 和 ６ 年 ）

１ 月 に 政 府 に 提 言 し た
「 人 口 ビ ジ ョ ン ２ １ ０

０ 」 で は 、 人 口 減 少 と 歯止 め の か か ら な い 少 子 化の 流 れ に 危 機 感 が 示 さ れま し た 。 ま た 、 公 共 交 通の 活 性 化 ・ 再 生 は 、 地 域

の 経 済 社 会 に と っ て 以 前よ り 重 要 性 が 高 ま っ て いま す 。 こ の よ う な 状 況 を鑑 み 、  「 未 来 都 市 構 想 」の 提 言 例 の 中 か ら ５ 〜

1 0

年 後 を 見 据 え 、 早 期 に 取り 組 ん で ほ し い 課 題 を 改め て 抽 出 ・ 整 理 。 追 加 事

項 も 含 め 、 課 題 解 決 型 の提 言 と し て 策 定 し た の が「 や ま ぐ ち 魅 力 向 上 プ ラン 」 で す 。　

－

プ ラ ン を 策 定 す る

上 で 考 慮 し た 点 に つ い ては い か が で し ょ う 。　
河 野

　
６ 月 １ 日 時 点 の

日 本 の 総 人 口 は １ 億 ２ ３３ ６ 万 人 （ 人 口 推 計 概 算値 ） で す が 、

4 0年 後 に は

８ ０ ０ ０ 万 人 を 割 り 込 むと 予 測 さ れ て い ま す 。 では 、

4 0年 後 に わ た し た ち

の 山 口 市 は ど う な っ て いる で し ょ う か 。 人 口 減 少が 進 ん で も 、 今 あ る 学 校や 病 院 、 商 店 は 同 じ よ うに 存 続 し て い る で し ょ うか ？

　
高 齢 に な っ て 運 転

　
山 口 商 工 会 議 所 は 、

1 5の 提 言 で 構 成 す る 「 や ま ぐ ち 魅 力 向 上 プ ラ ン 」

を こ の ほ ど 策 定 。 ６ 月

2 7日 に は 、 山 口 市 長 、 市 総 合 政 策 部 長 、 市 商 工 振

興 部 長 、 市 都 市 整 備 部 長 に 対 し て プ ラ ン の 内 容 を 直 接 説 明 し 、 行 政 要 望を 行 っ た 。 そ こ で 、 同 プ ラ ン の 策 定 に 携 わ っ た 、 河 野 康 志 山 口 商 工 会 議所 会 頭 、 川 口 雄 一 郎 同 コ ン パ ク ト シ テ ィ 推 進 委 員 会 委 員 長 、 岩 城 考 浩 同新 山 口 ま ち お こ し 委 員 会 委 員 長 に そ の 詳 細 を 説 明 し て も ら い 、 伊 藤 和 貴山 口 市 長 に も 感 想 を 聞 い た 。 ３ ペ ー ジ に わ た っ て 紹 介 す る 。 

（ 聞 き 手 ／ 開 作 真 人 サ ン デ ー 山 口 社 長 ）

山 口 商 工 会 議 所 が 山 口 市 へ 提 言
「 や ま ぐ ち 魅 力 向 上 プ ラ ン 」  で 目 指 す 、  持 続 可 能 な 街 づ く り

め る こ とで 、 よ り効 率 的 で持 続 可 能な 都 市 構造 を 実 現で き ます 。ま

免 許 を 返 納 し た 後 の 移 動手 段 に 不 安 は な い で し ょう か ？

　
こ れ ら の 課 題 を

乗 り 越 え る に は 「 街 中 居住 の 推 進 」 と 「 地 域 の 魅力 づ く り 」 が 鍵 と な り ます 。 注 目 す べ き は 「 コ ンパ ク ト シ テ ィ 」 と い う 都市 モ デ ル で す 。 こ れ は 、住 宅 、 公 共 交 通 、 商 業 施設 、 公 共 施 設 な ど 生 活 に必 要 な 機 能 を 徒 歩 や 公 共交 通 で 移 動 で き る 範 囲 に集 め る こ と で 生 活 の 利 便性 を 高 め 、 経 済 を 活 性 化さ せ る も の で す 。 こ の「 街 中 居 住 」 の 推 進 を 柱に 、 山 口 都 市 核 や 小 郡 都市 核 な ど 市 街 地 を 中 心 とし た 都 市 機 能 の 集 約 を 進

た 、 山 口 市 に は 、 豊 か な自 然 、 歴 史 的 文 化 、 そ して 住 み よ さ と い う 強 み があ り ま す 。 こ れ ら 「 地 域の 魅 力 」 を 最 大 限 に 活 用し 、 域 外 か ら の 定 住 促 進や 、 新 た な 人 材 の 流 入 も図 る こ と で 、 地 域 資 源 を基 盤 と し た 持 続 可 能 な 街づ く り を 目 指 す こ と が 可能 だ と 考 え ま す 。 山 口 商工 会 議 所 は 、 地 域 の 総 合経 済 団 体 と し て 商 工 業 者の 意 見 を 集 約 し 、 経 営 支援 ・ 地 域 活 性 化 ・ 政 策 提言 な ど さ ま ざ ま な 活 動 を通 じ て 「 中 小 企 業 ・ 小 規模 事 業 者 の 活 力 強 化 」 と
「 地 域 経 済 の 活 性 化 」 に

取 り 組 ん で い ま す 。  「 やま ぐ ち 魅 力 向 上 プ ラ ン 」も 、 そ の 目 的 達 成 の た めに 策 定 し ま し た 。　

－

ど の よ う な 構 成 に

な っ て い ま す か 。　
河 野

　
当 所 の コ ン パ ク

ト シ テ ィ 推 進 委 員 会 が 担当 し た 山 口 都 市 核 で は
﹁ 亀 山 周 辺 ゾ ー ン の 文 化 ・

教 育 機 能 の 集 積 ﹂  ﹁ 中 心商 店 街 の 活 性 化 ﹂  ﹁ 山 口駅 ・ 駅 周 辺 の 環 境 整 備 、

山 口 駅 通 り の 修 景 整 備 ﹂﹁ 早 間 田 交 差 点 の 改 良 ﹂﹁ 湯 田 温 泉 こ ん こ ん パ ーク の 利 用 促 進 ﹂

の 五 つ 、

同 じ く 新 山 口 ま ち お こ し委 員 会 が 担 当 し た 小 郡 都市 核 で は

﹁ 新 山 口 駅 周 辺

の 駐 車 場 対 策 ﹂  ﹁ Ｋ Ｄ ＤＩ 維 新 ホ ー ル の 利 用 促進 ﹂  ﹁ 新 山 口 駅 を 活 用 した に ぎ わ い 創 出 ﹂  ﹁ 新 山口 駅 北 地 区 第 一 種 市 街 地再 開 発 事 業 完 了 後 の 市 街地 の 再 生 ﹂

の 四 つ 、 オ ー

ル 山 口 （ 山 口 市 全 域 ） では
﹁ 公 共 交 通 の 活 性 化 ﹂

﹁ 山 口 県 農 業 試 験 場 跡 地利 用 ﹂  ﹁ 学 都 山 口 と し ての 学 び づ く り ﹂  ﹁ レ ノ ファ 山 口 Ｆ Ｃ の 応 援 促 進 ﹂﹁ 歴 史 文 化 遺 産 の 活 用 ﹂﹁ 若 手 経 済 人 の 活 躍 推進 ﹂

の 六 つ 、 計

1 5の テ ー

マ （ 課 題 ） を 抽 出 し ま した 。 そ れ ぞ れ に 、  「 現 状と 課 題 の 把 握 」  「 会 議 所の 役 割 」  「 改 善 等 意 見 の集 約 」  「 提 言 ・ 要 望 」 をま と め て い ま す 。 さ らに 、 各 テ ー マ を 地 図 上 に落 と し 込 ん だ 「 提 言 マ ップ 」 も 作 成 し ま し た 。

プ ラ ン 策 定 の 経 緯 と 考 慮 点

伊 藤 和 貴 ︵

山 口 市 長 ︶

河 野 康 志 ︵

山 口 商 工 会 議 所 会 頭 ︶

川 口 雄 一 郎 ︵

山 口 商 工 会 議 所 コ ン パ ク ト シ

テ ィ

推 進 委 員 会 委 員 長 ︶

岩 城 考 浩 ︵

山 口 商 工 会 議 所 新 山 口 ま ち お こ

し 委 員 会 委 員 長 ︶



2 0 2 5 年 （ 令 和 ７ 年 ） ７ 月 １ ２ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

学 生 と の 意 見 交 換 会

新 山 口 駅 東 側 （ 明 治 通 り ・ 大 正 通 り ）

山 口 市 民 会 館

新 山 口 駅 北 地 区 市 街 地 再 開 発 ビ ル 完 成 イ メ ー ジ

Ｊ Ｒ 山 口 駅

山  口  七  夕  ち ょ う ち  ん ま  つ り

ど う も  ん  広  場

小 郡 南 パ ー キ ン グ

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ル 第 １ 駐 車 場

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ル で の イ ベ ン ト（ 屋 外 ）

湯  田  温  泉 こ ん こ ん パ ー ク

青 空 天 国 い こ い の 広 場

ク リ ス マ ス マ ー ケ ッ ト

新 山 口 駅 パ ー キ ン グ

早 間 田 交 差 点

山 口 駅 前 広 場

パ  ー  ク  ロ  ー ド

Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ル で の イ ベ ン ト（ 屋 内 ）

新 山 口 の 可 能 性 を 考 え た パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

山 口 駅 通 り

　

－

ま ず 、 山 口 都 市 核

か ら 伺 い ま す 。　
川 口

　
山 口 都 市 核 と

は 、 広 域 的 な 求 心 力 や 拠点 性 を 有 し て い る 大 殿 ・白 石 ・ 湯 田 地 域 を 含 ん だ市 街 地 エ リ ア を 指 し ます 。

「 亀 山 周 辺 ゾ ー ン の

文 化 ・ 教 育 機 能 の 集 積 」で は 、 山 口 市 民 会 館 の 整備 と 、 美 術 館 ・ 図 書 館 ・博 物 館 と い っ た 県 立 施 設に つ い て 検 討 し ま し た 。

い ず れ も 、 築

5 0年 か ら

6 0

年 を 迎 え る 建 物 で す 。 エリ ア 全 体 に お け る 周 遊 性や 機 能 性 、 移 設 に よ る 複数 施 設 の 集 約 ・ 複 合 化 、財 源 対 策 、 Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新ホ ー ル と の 機 能 分 担 な ども 考 慮 す べ き と 提 言 し まし た 。　

－

次 に

「 中 心 市 街 地

の 活 性 化 」

に つ い て お 聞

か せ く だ さ い 。　
川 口

　
大 学 生 を 対 象 に

ア ン ケ ー ト や 意 見 交 換 会を 実 施 し た と こ ろ 、 イ ベン ト な ど に よ る に ぎ わ い創 出 や 、 映 画 館 の 設 置 を求 め る 声 が 上 が り ま した 。 過 去 に 実 施 し て き たク リ ス マ ス マ ー ケ ッ ト やレ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ 応 援 パレ ー ド な ど は 効 果 が 高 いと 感 じ て お り 、 季 節 の 風物 詩 と し て 定 着 し て い る祭 り ・ イ ベ ン ト も 継 続 実施 が 必 要 で す 。 ま た 、 中心 商 店 街 ゾ ー ン の さ ら なる 魅 力 づ く り に つ な が るよ う に 、 空 き 店 舗 等 へ の出 店 に 対 す る 支 援 策 だ けで な く 、 劇 場 や 映 画 館 など 都 市 機 能 を 導 入 す る 際に 支 援 を 受 け ら れ る よ うに す る こ と も 検 討 が 必 要と 考 え ま す 。 そ し て 、 誰も が 安 心 し て 回 遊 で き るた め に も 、 公 衆 ト イ レ や休 憩 ス ペ ー ス の 整 備 が 求め ら れ ま す 。　

－

で は 、

「 山 口 駅 ・

駅 周 辺 の 環 境 整 備 、 山 口駅 通 り の 修 景 整 備 」

と

「 早 間 田 交 差 点 の 改 良 」

の 内 容 は 。　
川 口

　
通 勤 や 通 学 時 の

市 民 生 活 を 支 え 、 観 光 等で の 来 街 者 の 起 点 と な るＪ Ｒ 山 口 駅 の 機 能 強 化 と利 便 性 向 上 は 重 要 で す 。山 口 駅 通 り か ら 中 心 商 店街 を 通 っ て パ ー ク ロ ー ドへ と つ な が る 玄 関 口 と して 、 エ リ ア 全 体 の 魅 力 向上 に 結 び 付 く 環 境 整 備 の検 討 が 必 要 と 考 え ま す 。駅 通 り も 、 に ぎ わ い や 回遊 の 創 出 を 図 る た め 、 植栽 や デ ザ イ ン な ど 沿 道 空間 や 道 路 の 整 備 が 求 め られ ま す 。 そ し て 、 駅 通 りと パ ー ク ロ ー ド の 往 来 には 、 現 状 で は 早 間 田 交 差点 を 地 下 道 で 行 き 来 す るこ と に な り ま す 。 亀 山 周辺 と 中 心 商 店 街 と の 連 続性 確 保 や 歩 き づ ら さ の 解消 に 向 け 、 地 下 道 の 撤 去も 含 め た 交 差 点 の 改 良 が必 要 で す 。　

－

６ 月 に オ ー プ ン し

た
「 湯 田 温 泉 こ ん こ ん パ

ー ク の 利 用 促 進 」

に つ い

て は い か が で す か 。　
川 口

　
新 た な 観 光 資 源

と し て 、 湯 田 温 泉 の さ らな る 活 性 化 に 期 待 で き ま

　

－

あ り が と う ご ざ い

ま し た 。 続 い て 小 郡 都 市核 に つ い て 伺 っ て い き ます 。

「 新 山 口 駅 周 辺 の 駐

車 場 対 策 」

と
「 Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ

維 新 ホ ー ル の 利 用 促 進 」

か ら お 話 し く だ さ い 。　
岩 城

　
新 山 口 駅 お よ び

維 新 ホ ー ル 周 辺 の 駐 車 場不 足 は 深 刻 で す 。 そ の こと が 、 空 き 店 舗 等 へ の 出店 の 障 壁 に も な っ て い ます 。 周 辺 に は 空 き 地 も 少な く 、 立 体 駐 車 場 の 整 備が 求 め ら れ ま す が 、 駐 車

料 金 の 相 場 を 考 え 合 わ せま す と 、 行 政 に よ る 補 助金 等 の 支 援 は 必 須 で す 。Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ 維 新 ホ ー ル は 、
2 1年 の 供 用 開 始 以 来 、 メ

イ ン ホ ー ル と 会 議 室 の 年間 稼 働 率 は い ず れ も 右 肩上 が り で 推 移 し て い ます 。 た だ し 、 集 客 力 の 高

山 口 都 市 核 に つ い て

小 郡 都 市 核 に つ い て

い イ ベ ン ト 等 が 開 催 さ れた 際 の 駐 車 場 不 足 は 顕 著で す 。 駐 車 場 の 整 備 を 進め る こ と に よ っ て 、 さ らな る 利 用 促 進 や Ｍ Ｉ Ｃ Ｅ（ 企 業 等 の 会 議 、 企 業 等の 報 奨 ・ 研 修 旅 行 、 国 際会 議 、 展 示 会 ・ 見 本 市等 ） 誘 致 の 推 進 に も つ なが る と 考 え ら れ ま す 。

2 6

年 （ 令 和 ８ 年 ） 度 に 新 山口 駅 周 辺 の 「 駐 車 場 整 備計 画 」 が 、 市 に よ っ て 策定 さ れ る 予 定 で す 。 現 状の 把 握 と 、 需 要 と 供 給 のバ ラ ン ス が 取 れ た 形 で の内 容 に 期 待 し ま す 。 また 、 計 画 が で き る 前 でも 、 例 え ば イ ベ ン ト 時 には 周 辺 の 公 的 施 設 等 を 臨時 駐 車 場 と し て 開 放 し たり 、 空 き 状 況 を 確 認 で きる Ｉ Ｔ ツ ー ル を 活 用 し たり す る な ど し て 、 先 行 実施 可 能 な 取 り 組 み に は 早期 に 着 手 し て ほ し い で

す 。 そ し て 、大 規 模 な 大 会や イ ベ ン ト を受 け 入 れ る に は 、 近 隣 の宿 泊 施 設 お よ び 昼 時 に 利用 可 能 な 飲 食 店 数 が 足 りな い こ と も 課 題 で す 。 イベ ン ト 等 の 規 模 に 合 わ せて 湯 田 温 泉 と 連 携 し 、 シャ ト ル バ ス 運 行 の 継 続 支援 も 必 要 で し ょ う 。　

－

で は 、

「 新 山 口 駅

を 活 用 し た に ぎ わ い 創出 」

の ご 説 明 を お 願 い し

ま す 。　
岩 城

　
駅 周 辺 に お け る

飲 食 店 増 加 や 滞 留 で き る仕 組 み の 創 出 を 図 る べく 、

2 5年 （ 令 和 ７ 年 ） 度

に 「 新 山 口 駅 周 辺 に お ける 出 店 補 助 制 度 」 が 創設 。 飲 食 ・ 小 売 店 舗 等 の出 店 に よ る 商 業 機 能 の 強化 に 期 待 し て い ま す 。 そし て 、 維 新 ホ ー ル の 開 館以 来 、 イ ベ ン ト 等 の 取 り組 み は 、 年 間 を 通 し て 着実 に 進 ん で い る と 感 じ ます 。 引 き 続 き 、 各 民 間 団体 の 活 動 へ の 支 援 と 、 ＪＲ や 関 係 機 関 な ど と の 公民 連 携 に よ る イ ベ ン ト 開催 な ど で 、 さ ら な る に ぎわ い 創 出 を 目 指 し て い けた ら と 思 い ま す 。　

－

「 新 山 口 駅 北 地 区

第 一 種 市 街 地 再 開 発 事 業完 了 後 の 市 街 地 の 再 生 」に つ い て は 。

　
岩 城

　
駅 北 地 区 に お け

る 再 開 発 事 業 が 進 め ら れて お り 、 今 年 ８ 月 に は ホテ ル 棟 、 オ フ ィ ス 棟 、 賃

貸 住 宅 棟 、 住 宅 棟 が 完 成す る 予 定 で す 。 こ の こ とに よ っ て 、 市 街 地 形 成 に弾 み が 付 く と 期 待 し て いま す 。 そ し て 、 新 た に 完成 す る 建 物 の 上 部 に 大 型デ ジ タ ル サ イ ネ ー ジ を 設置 す れ ば 、 イ ベ ン ト な どの 周 知 に 活 用 す る こ と もで き 、 交 流 人 口 の 増 加 につ な が る 情 報 発 信 も 可 能に な り ま す 。 こ の 開 発 を契 機 と し 、 民 間 主 導 に よる 駅 東 側 エ リ ア の 開 発 促進 の あ り 方 な ど 、 市 街 地の 再 生 に 向 け た 検 討 も お願 い し た い で す 。

す 。 天 候 に 関 わ ら ず イ ベン ト 等 に 利 用 で き る 大 屋根 広 場 な ど 、 市 と 指 定 管理 者 の 連 携 や 、 関 係 団 体の 参 画 に よ る 利 用 促 進 に加 え 、 市 道 拡 幅 な ど 周 辺整 備 の 促 進 を お 願 い し たい で す 。

 １ 行 記 事　 ８ 月 の 食 品 衛 生 月 間 に 向 け た 街 頭 キ ャ ン ペ ー ン が 、 １ ６ 日 （ 水 ） 午 後 ２ 時 か ら 山 口 井 筒 屋 エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル で 実 施 さ れ る 。 リ ー フ レ ッ ト 等 啓 発 物 の 配 布 な ど 。
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Ｊ Ｒ 山 口 線 路  線 バ ス

公 共 交 通 に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ

レ ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ 開 幕 応 援 パ レ ー ド

市 内 小 学 校 で の 講 談 披 露

フ ァ ミ リ ー フ ェ ス  テ ィ バ  ー リ

古 熊 神 社 拝 殿 （ 国 指 定 有 形 文 化 財 ）

ふ し の  夏  祭 り

　

－

あ り が と う ご ざ い

ま し た 。 次 に 、  「 オ ー ル山 口 （ 山 口 市 全 域 ）  」 では ど の よ う な 提 言 を さ れた の で し ょ う か ？　
川 口

　
ま ず

「 公 共 交 通

の 活 性 化 」

に つ い て 議 論

し ま し た 。 山 口 市 で は マイ カ ー 移 動 が 主 流 に な って い る こ と か ら 、 路 線 バス や 鉄 道 の 利 用 者 は 減 少傾 向 に あ り ま す 。 し か

し 、 市 内 事 業 者 を 対 象 にア ン ケ ー ト 調 査 を 実 施 した と こ ろ 、 そ も そ も の 便数 が 少 な い こ と や 、 乗 り換 え の 接 続 が 悪 い こ と など が 、 そ の 原 因 の 一 つ だと 分 か り ま し た 。 そ こで 、 県 道 ２ ０ ４ 号 線 と 国道 ９ 号 （ 維 新 百 年 記 念 公園 〜 山 口 赤 十 字 病 院 ） を循 環 す る 新 路 線 等 バ ス 路線 網 の 再 整 備 や 、 地 理 的に 街 の 中 心 と な り う る 早間 田 交 差 点 付 近 へ の バ スロ ー タ リ ー （ 交 通 結 節点 ） の 県 庁 前 か ら の 移設 ・ 整 備 に よ る 利 便 性 向上 が 図 れ た ら と 思 い ます 。 さ ら に 、 Ａ Ｉ を 用 いて 効 率 的 な 配 車 を 行 う デ

新 山 口 駅 へ の ア ク セ ス は良 好 で す 。 と こ ろ が 、 山口 線 に 乗 り 継 い で 、 い ざ中 心 市 街 地 に 向 か お う とし ま す と 、 次 の 出 発 時 間ま で 長 時 間 待 た さ れ る こと が 多 い で す 。 そ し て 、「 イ コ カ 」 な ど の 交 通 系Ｉ Ｃ カ ー ド を 現 状 利 用 でき る の は 、 新 山 口 駅 、 湯田 温 泉 駅 、 山 口 駅 の ３ 駅の み 。 全 駅 で 利 用 可 能 にす れ ば 、 利 便 性 の 向 上 が図 れ ま す 。 交 通 系 Ｉ Ｃ カー ド は バ ス 乗 車 に も 使 えま す の で 、 カ ー ド の 普 及が 公 共 交 通 全 体 の 利 用 を後 押 し す る の で は な い でし ょ う か 。　
川 口

　
山 口 市 で は 、

「 第 二 次 山 口 市 市 民 交 通計 画 」  （

1 8〜

2 7年 度 ） に

基 づ き 「 マ イ カ ー に 頼 り過 ぎ な い ま ち づ く り 」 を目 指 し た 事 業 が 進 め ら れて い ま す 。 今 回 の 提 言 内容 も 踏 ま え 、 交 通 事 業 者と の 協 議 ・ 調 整 を 図 り つつ 、 利 用 者 の 視 点 に 立 った 公 共 交 通 環 境 の 整 備 に取 り 組 ん で い た だ き た いと 思 い ま す 。

　
河 野

　 「 山 口 県 農 業 試

験 場 跡 地 利 用 」

に つ い て

は 、 地 域 交 流 セ ン タ ー など 公 的 利 活 用 促 進 エ リ アの 整 備 、 雨 水 排 水 ・ 渋 滞対 策 、 民 間 利 活 用 促 進 エリ ア の 検 討 な ど を 盛 り 込み ま し た 。 さ ら に 、 産 学公 金 連 携 を 強 化 す る

「 学

都 山 口 と し て の 学 び づ くり 」

、 山 口 市 ホ ー ム タ ウ

ン デ ー に 併 せ た イ ベ ント ・ 出 店 実 施 に よ る

「 レ

ノ フ ァ 山 口 Ｆ Ｃ の 応 援 促進 」

、 ふ る さ と 納 税 制 度

を 活 用 し た 文 化 財 保 護 推進 に よ る

「 歴 史 文 化 遺 産

の 活 用 」

、 祭 り や イ ベ ン

ト の 担 い 手 支 援 に よ る　

－

で は 、 こ れ ら

1 5の

提 言 を 、 山 口 市 と し て はど の よ う に 受 け 止 め ら れま し た か 。　
伊 藤

　
今 年 は 、

0 5年

（ 平 成

1 7年 ） の 市 町 合 併

に よ っ て 新 た な 山 口 市 が誕 生 し て か ら 、 ち ょ う ど
2 0年 を 迎 え ま す 。 合 併 当

初 か ら 将 来 的 な 人 口 減 少社 会 の 到 来 が 予 測 さ れ てい ま し た 。 そ こ で 「 人 口減 少 が 進 む 中 に あ っ て も住 み 続 け ら れ る ま ち 」「 魅 力 あ ふ れ る 県 都 と して 人 々 に 選 ば れ る ま ち 」を 目 指 し 、 新 市 の 都 市 政策 の 柱 に 「 個 性 と 安 心 の
2 1地 域 づ く り 」 と 山 口 ・

小 郡 の 両 都 市 核 づ く り を中 心 と す る 「 広 域 県 央 中

核 都 市 づ く り 」 の 二 つ を掲 げ 、 持 続 可 能 な 市 政 の発 展 を 成 し 遂 げ て い く ため の ま ち づ く り を 進 め て参 り ま し た 。 そ し て 、 新市 誕 生

2 0年 の 節 目 を 迎 え

る 中 、 こ れ ま で 進 め て きた 社 会 基 盤 整 備 を 着 実 に仕 上 げ つ つ 、 そ の 上 で 民間 活 力 を 中 心 に 、 新 た な交 流 や 経 済 活 動 を 創 出 して い き た い と 考 え ま す 。ま た 、 本 市 の ま ち の 価 値を 支 え る 歴 史 や 文 化 、 人材 育 成 に 資 す る 社 会 基 盤な ど に 対 し て は 、 引 き 続き 、 重 点 的 ・ 積 極 的 な 事業 展 開 を 図 っ て い く 方 向性 で す 。 そ う し た 中 に あっ て 、 と も に ま ち づ く りを 進 め て い る 山 口 商 工 会

議 所 か ら 、 民 間 の 視 点 や知 見 を 生 か し た さ ま ざ まな 分 野 に お け る 提 案 を いた だ き 、 大 変 心 強 く 感 じて い ま す 。 こ れ ら の 課 題解 決 や 魅 力 向 上 へ の 取 り組 み を 、 山 口 商 工 会 議 所を 始 め と し た 多 く の 関 係者 の 皆 様 と 手 を 携 え な がら 一 つ 一 つ 具 現 化 し て いく こ と で 、 本 市 が ま ち づく り の 目 標 と し て 掲 げる 、  「 ず っ と 元 気 な 山口 」 を 実 現 し て い き た いと 思 い ま す 。　

－

皆 様 、 本 日 は あ り

が と う ご ざ い ま し た 。 今後 、 持 続 可 能 な 街 づ く りが 進 む こ と を 期 待 し て いま す 。

「 若 手 経 済 人 の 活 躍 推進 」

に つ い て も 提 言 し ま

し た 。 い ず れ も 、 山 口 市

の 魅 力 づ く り に は 必 要 なこ と だ と 考 え て い ま す 。

「 オ ー ル 山 口 」  に つ い て

提 案 を 受 け 、  山 口 市 は

マ ン ド 型 コミ ュ ニ テ ィタ ク シ ー の導 入 、 山 口駅 か ら 交 通結 節 点 ま での 自 動 運 転バ ス 導 入 など を 提 言 しま し た 。　
岩 城

　
新

幹 線 に よ る

 １ 行 記 事　 今 年 １ 月 か ら ６ 月 末 ま で の 山 口 市 の 人 身 交 通 事 故 は 、 発 生 １ ３ ６ 件 、 死 者 数 １ 人 、 負 傷 者 数 １ ５ １ 人 。 そ れ ぞ れ 前 年 よ り 、 ３ 件 増 、 １ 人 減 、 １ 人 増 だ っ た 。
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「 県 美 の 森 」 も 会 場 にお 買 い 得 品 が ズ ラ リ

　
７ 月

1 0日 よ り 、 環 境 改

善 を 目 的 と し た 「 レ ノ ファ 山 口 Ｆ Ｃ ク ラ ウ ド フ ァン デ ィ ン グ ２ ０ ２ ５ 〜 クラ ブ 環 境 改 善 プ ロ ジ ェ クト 」 を ス タ ー ト し ま した 。 練 習 環 境 な ど は Ｊ ２に 昇 格 し て か ら の 約

1 0年

間 で 少 し ず つ 改 善 を し てき ま し た が 、 来 年 は ク ラブ 創 設

2 0周 年 を 迎 え る こ

と も あ り 、 こ の タ イ ミ ング で 開 始 さ せ て い た だ きま し た 。　
こ の 先 の 未 来 の 為 に 、

選 手 た ち の 食 事 環 境 の 改善 、 ト レ ー ニ ン グ 器 具 の購 入 な ど を 推 進 す る た めに 、 ど う か ご 支 援

･

ご 協

力 を お 願 い い た し ま す 。　
詳 細 は 、 レ ノ フ ァ 公 式

Ｈ Ｐ を ご 確 認 く だ さ い 。

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
　
岩 合 光 昭  （

7 4）  の 写 真 展

「 Ｐ Ａ Ｎ Ｔ Ａ Ｎ Ａ Ｌ 〜 パン タ ナ ー ル

　
清 流 が つ む

ぐ 動 物 た ち の 大 湿 原 」が 、 県 立 美 術 館 で

1 0日 に

始 ま っ た 。 ９ 月 ７ 日ン タ ナ ー ル を ５ 回 訪 れた 。 そ こ で は 、 念 願 の ジャ ガ ー を は じ め 、 カ ピ バラ 、 パ ラ グ ア イ カ イ マン 、 ア メ リ カ バ ク な ど 、多 種 多 様 な 動 物 の 生 態 をレ ン ズ に 捉 え た 。 同 展 では 、 大 部 分 が ユ ネ ス コ の世 界 遺 産 に 登 録 さ れ て いる 同 地 の 「 姿 」 を 、 彼 の写 真 を 通 じ て 紹 介 。 会 場に は 、 ２ ㍍ 超 の サ イ ズ を含 む 約 １ ０ ０ 点 の 写 真 パネ ル が 並 ぶ 。　
さ ら に 岩 合 は 、 Ｎ Ｈ Ｋ

Ｂ Ｓ プ レ ミ ア ム 「 岩 合 光昭 の 世 界 ネ コ 歩 き 」 な どを 通 じ て 「 ネ コ 写 真 家 」と し て の 知 名 度 も 高 い 。そ こ で 、 彼 の ラ イ フ ワ ーク と も い え る ネ コ 科 の 動物 を 集 め た 「 Ｔ Ｈ Ｅ

　
Ｃ

Ａ Ｔ Ｓ

　
ね こ 科 」 も 同 時

開 催 。 ２ 階 展 示 室 に

1 4

枚 、 中 庭 「 県 美 の 森 」 に
3 5枚 の 写 真 パ ネ ル が 展 示

さ れ て い る 。 さ ら に 、 エン ト ラ ン ス 前 庭 に 置 か れ

　
山 口 井 筒 屋 （ 山 口 市 中

市 町 ３ ） の

5階 リ ビ ン グ

売 場 で 「 夏 の リ ビ ン グ まつ り 」 が 開 か れ て い る 。
1 5日  （ 火 ）  ま で 。

　
和 洋 陶 器 、 キ ッ チ ン 用

品 、 寝 具 な ど 、 各 コ ー ナー に 限 定 特 価 品 が ズ ラリ 。 人 気 の 「 カ タ ロ グ ギフ ト 掲 載 商 品 ア ウ ト レ ット セ ー ル 」 も 開 か れ て いる 。　

1 5日 に は 、 通 常 定 価 販

売 の 商 品 が 、 こ の 日 限 定で ２ 割 引 き

（ 一 部 除 く ）

に な る 。 た

1 0枚 は 、 無 料 で 鑑 賞 で

き る 。　
入 場 料 は 、 一 般 １ ４ ０

０ 円 、 シ ニ ア （

7 0歳 以

上 ）  ・ 学 生 １ ２ ０ ０ 円 など 。

南 ア  メ  リ カ  の 野 生 動 物 の 生 態 を 紹 介県 美 で 岩 合 光 昭 写 真 展
～ ９ 月 ７ 日

（ 日 ）  ま で 。
　
作 品 が 「 ナ シ ョ

ナ ル ジ オ グ ラ フ ィッ ク 」 誌 の 表 紙 を２ 度 飾 る な ど し た動 物 写 真 家 の 岩 合は 、 ２ ０ １ ５ 年 から

1 7年 に か け て 、

南 ア メ リ カ 中 央 部に 位 置 す る 世 界 最大 の 熱 帯 湿 地 ・ パ

「 夏 の リ ビ ン グ ま つ り 」

山 口 井 筒 屋 で
～  １ ５ 日


